
令和元年度役員会議事録      

       

開催日時 令和元年６月２日（日）  １５：００～１５：４０ 

開催場所 メルパルク京都４階 「蔦」 

出席者 髙木会長 犬伏副会長 後藤副会長 山崎常任幹事 小林常任幹事 橋本常任幹事 

    阿久根常任幹事 松本幹事 神野幹事 角野会計監事  

    佐藤顧問 松岡顧問 

 

髙木会長挨拶 

 日頃の活動と本日の出席に対する謝辞に加え、平成から令和に入り色々な目出度い行事が組まれ

ているが、本日の役員会・総会・懇親会でも楽しい一日が過ごせたらとの挨拶があった。 

  

続いて、議事に入る前に最初に本日の総会において、この一年間の物故会員への黙祷を捧げるこ

とを確認した。 

物故者のお名前 

中川益男さん（S23年卒）、西川三郎さん（S28年卒）、白須勝明さん（S33年卒） 

  藤井敏昭さん（S34年卒）、佐原肇さん（S37年卒） 

 

議題１．総会に提案する議題の確認、承認 

 （１）第８期事業報告は、後藤副会長より資料（総会資料、以下同様）に基づき説明。会誌９号

発行、第８回総会・懇親会、ゴルフコンペ、新年会、京都洛東の散策会報告等。 

 （２）第８期決算報告は、小林常任幹事より資料に基づき説明。繰越金は、８７４，２５７円で

スタート。会費収入は、１０２名で１２５，０００円。ＫＩＴからの支援金は昨年より１

万円増の３万円。支出では今回より会誌印刷を外注。実績は５０，３６０円。次期繰越金

は、８３４，４９５円等。 

     会計監査報告は、角野会計監事より適正であった旨報告があった。 

     以上、第８期事業報告・第８期決算は、会計監査報告を併せて原案通り承認された。 

 （３）第９期事業計画は後藤副会長より資料に基づき説明。 

    散策会は昨年役員中心の少人数であったが、今年も実施の方向で検討することとなった。

（嵐山等候補地に） 

    意見として過去の散策会の推移等整理が必要との意見があったので、次に記載しておく。 

      ２０１８年  京都洛東  １１月  参加者６名 

      ２０１７年  近江八幡  １１月   同 ８名 

      ２０１６年  なし 

      ２０１５年  大阪城他   ３月   同 ７名 

      ２０１４年  なし 

      ２０１３年  堺     １１月   同 ５名 

        同年   京都岡崎   ４月   同 ７名 



また、事業計画で令和２年の新年会は２月１日（土）、総会６月７日（日）にする旨決定し

た。場所は本年と同じ。 

尚、総会の開始時間は、遠方からの参加も考慮し、１１：００から総会、懇親会は１２：

００～１４：００とすることとした。 

（４）第９期予算案は、小林常任幹事より資料に基づき説明。 

以上、第９期事業計画・第９期予算案は、原案通り承認された。 

 

報告１．会員よりの投稿状況について 

その他報告として、犬伏副会長より、第８期中のＨＰへの投稿状況の報告があった。 

 クラス会便り ８件、技術・知識 １件、歴史 ２件、ゴルフコンペ報告 １件、散策会

報告 １件  計１３件（昨年１２件）。 

また、アクセス数は、累計７万件。月平均では１，３００件。（役員会で報告の数字が間違 

えていたのでここで訂正します）９割は国内から。海外からはアメリカが１割程度。２０１ 

９年５月実績で１８カ国からアクセスあり。 

  最近アクセスが多かった記事は、｢京都の史実｣｢堅牢染色法｣｢文様染の系譜｣｢インクジェッ 

ト｣等 

  

  その他 

   今年も総会出席者が少ない等、活性化についてフリートーキングを行った。 

   ・昨年も意見が出ていたが、総会への興味を増すために、例えば講演会を行う等の工夫が必

要では。 

   ・来年の総会は１０回目となる。記念の総会として講演会も含め検討する。｢鼎会｣（佐藤顧

問が会長）やJTCC（日本繊維技術士センター）等へ打診してみる。 

   ・散策会も含めた具体化に向け、役員会を別途開催する。 

 

以上をもって役員会は終了した。 

以上 

 


